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プライスゾーンＭＤｉｎｇとは!! 
 

弊社では、ファッション商品のプライスゾーンを次のようにモデル化しています。 
グレード 専門店のタイプ 価格レベル 基軸プライス プライスゾーン 

High 
Grade 

Grade１ ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー 

スーパーエクセレント･ 
スペシャリティストア 

スーパー 
プレステージ 

480,000 円 240,000～960,000円以上 

Grade２ 
プレステージ 

240,000 円 120,000～480,000円未満 

Grade３ 
エクセレント･ 

スペシャリティストア 

120,000 円 60,000～240,000 円未満 

Middle 
Grade 

Grade４ 
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー 

ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル 

ベター 

60,000 円 30,000～120,000 円未満 

Grade５ 
ハイクラス･ 

スペシャリティストア 

30,000 円 15,000～ 60,000 円未満 

Grade６ カ
ジ
ュ
ア
ル 

プ
レ
ミ
ア
ム 

15,000 円 7,500～ 30,000 円未満 

Grade７ 
オリジナル･ 

スペシャリティストア 
モデレート 7,500 円 3,750～ 15,000 円未満 

Low 
Grade 

Grade８ コ
モ
デ
ィ
テ
ィ 

ポピュラー･ 
スペシャリティストア 

ポピュラー 3,750 円 1,875～ 7,500 円未満 

Grade９ 
エコノミー･ 

スペシャリティストア 
バジェット 

1,875 円 940～ 3,750 円未満 

Grade10 940 円 470～ 1,875 円未満 

一方、価格には｢客が妥当と認識する価格帯｣があります。 
それは次の６つで２倍・２倍の価格帯です(六車流：流通理論)。 

 基準価格 プライスゾーン 担当グレード 

第１価格 3,750 円 2,810～  5,625 円(２倍) ポピュラースペシャリティストア 

第２価格 7,500 円 5,625～ 11,250 円(２倍) オリジナルスペシャリティストア 

第３価格 15,000 円 11,250～ 22,500 円(２倍) ハイクラススペシャリティストア(ロー) 

第４価格 30,000 円 22,500～ 45,000 円(２倍) ハイクラススペシャリティストア(アッパー) 

第５価格 60,000 円 45,000～ 90,000 円(２倍) エクセレントスペシャリティストア(ロー) 

第６価格 120,000 円 90,000～180,000 円(２倍) エクセレントスペシャリティストア(アッパー) 

1991 年の日本のバブル経済の崩壊の第１次価値革命で、デイリーアパレルゾーンの｢3,500 円の価格｣を基
軸とする業態として｢バリュー業態｣(例：ユニクロ、しまむら、オールドネイビー、Ｈ＆Ｍ)が出現し、一定
の品質(素材、製造精度、機能)を保ちながら安さを提供するバリュー業態は、価格的に定着し、価格の上げ
下げではなく、3,500 円を基軸とする価格の範囲での企業間競争となります。 
同時に、｢7,000 円の価格｣を基軸とする業態として｢リーズナブルスペシャリティ業態｣(ＧＭＳやファミ
リーショップ業態)が出現し、この価格帯も｢価格的に定着｣しています。 
今後、上質感の伴うワンランク上のファッション時代が到来します。今は｢30,000 円の価格｣を基軸とす
る業態として｢百貨店｣が君臨していますが、2008年から2011年までのデフレ時代の第２次価格革命を経て、
｢15,000 円の価格｣を基軸とした新業態を選ぶようになります。今、15,000 円(10,000～20,000 円)を基軸と
した専門店が出現していますが、ニッチなマーケットとして存在しているに過ぎません。この有望な価格ゾ
ーンをめぐっては、現在、ニッチな存在の専門店(ユナイテッドアローズやシップス、マルイ等の専門店)
がいずれ主導権を握って大躍進するのか、百貨店が中心価格帯を半分まで下げて新天地商法を行うのか、今
後の動向次第となるでしょう。15,000 円(単品価格)の価格を基軸にしても、トータルなコーディネイトで
は、25,000～30,000 円(２倍)さらに 45,000 円(３倍)となります。それ以上の価格帯の｢30,000 円の単品価
格｣(トータルコーディネイト価格は、45,000～60,000 円以上)は、今の百貨店の基軸価格ですが、今後は基
軸価格のワンランク上のニッチなマーケットの価格となるか、クラス社会(富裕層)のランク別の対応価格
(アメリカはクラス社会で、百貨店はターゲットとグレードを基軸としてライフスタイル化されている)とな
ります。  
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